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国指定史跡・鞠智城跡を国営公園に

熊本県知事

国営鞠智城歴史公園設置促進期成会会長潮 谷義子

熊本県では「続日本紀』などの「六国史」に記載された古代山

城の鞠智城について、『熊本県総合計Im i」の中で、「鞠智城の調

査と整備を行う」との一項目を盛り込み、国営公園化を前提とし

ながら、長年にわたり調査と整備に取り組んできました。

発掘調査は、昭和 4 2年から開始し、今年度で 2 8次を数えま
膠鼓楼跡を皮切りに、我が国の古代 '1 |城としての初の発見が相次すが、この間、八角形鼓楼跡を皮切りに、我が国の古代 ' 1 |城としての初の発見が相次

ぎました。米倉や兵舎、板倉などの建物跡も、72棟分が検出されています。
整備事業についても、平成6年度から4ヶ年で用地の公有化を図り、総面積5 5 h a

の内、米原集落と営農地区を除く43 . 6 h aを購入しました。この間、県農政部では、

城内の上原地区で政策開田を実施して､地権者に水田の代替地を提供しました｡次いで、

平成7年度に（財）日本宝くじ協会の普及宣伝事業によりモニュメントを制作・設置
したのを皮切りに、検出遺構を埋め戻し、八角形鼓楼をはじめとする4棟の復元建物

を建設しました。さらにガイダンス施設の温故創生館や研修棟も付設しました｡現在は、
園路整備に力を注ぎ、継続して歴史公園造りを行っています。

こうして、鞠智城跡は平成 1 6 年 2 月 2 7 日 に国指定史跡となりました。平成 1 4

年度には、鞠智城歴史公園が本格的にオープンし、今日では、年間の入館者が10万
人を超えるまでになりました。

しかしながら、この鞠智城跡を今以上により多くの人々に知ってもらい、利活用し

ていただくためには、今後、様々な方策を図る必要があります。その最も有効な手段

として、鞠智城の国営公園化があります。閣議決定を経て|玉|営公園が設置されますと、

しっかりとした管理業務の元で、復元建物の新設や利便施設等のさらなる充実が望め

ます。それは、今まで熊本県が長年にわたり取り組んできました整備事業が、大きく

実を結ぶことを意味します。菊池川流域の市町の活性化は、鞠智城の国営公園化にか
かっているのです。その実現のためには、県民一丸となって取り組み、頑張っていか

なければなりません。この運動を今後大いに盛り上げていきましょう。

毒〆‘』
劇



鞠智城跡を国営公園として、菊池川流域・市町の
活性化のために

熊本県文化財保護審議会委員

国営鞠智城歴史公園設置促進期成会常任理事古閑三博

くはじめに＞鞠智城跡は、千三百年前の国書に記載された由緒正しい遺跡の古代山

城です。思い返しますと、平成3年度の発掘調査で、古代山城として国内初の八角形

鼓楼跡が見つかり、その後も大きな発見が相次ぎました。これらのことで、鞠智城の

知名度は、全国に広がりました。

＜整備事業＞ 『熊本県総合計画」に位置付けられ、平成6年度の用地購入から始まり
ましたが、県農政部の理解のもと、政策開田を実施出来ましたことが、地権者からの

承諾を得る鍵となりました。鞠智城跡整備事業の全ては、ここから始まったのです。

平成7年度に、（財）日本宝くじ協会の普及宣伝事業で、防人群像が建立され、続

いて県の単独予算により、平成 l l 年 度の「くまもと未来国体」に向けて、八角形鼓
楼など 3棟の復元建物が建設されました。平成 1 2 年度から 1 4 年度にかけては、林

野庁補助事業によって武器庫が復元され、温故創生館や長者山に休憩所が建設されま

した。今日、鞠智城は毎年 1 0 万人の見学者でにぎわっており、平成 1 4 年 4 月 1 8
日 の 温 故 創 生 館 の 開 館 以 来 、 平 成 1 8 年 1 2 月 2 8 日 現 在 で、 実 質 4 8 万 人 の 入 館

者を数えます。それ以前の兵舎仮展示場入館者及び来園のみの方を加えますと、優に
100万人近くの方々が訪れました。

＜鞠智城を国営公園に＞鞠智城跡は、古代山城として、全国に数少ない重要遺跡で、

平成 1 6 年 2月 2 7 日に国指定史跡になりました。国内の古代山城では、最も、調査

と整備が進んでいることで知られます。立地面では、唯一、大型バスで、城内まで乗

りつけられる大きな利点があります。熊本県の長年の努力により、歴史公園としての

体裁は、今日、ほとんど整っています。しかし、さらなる施設の充実のためには、閣

議の決定を経て、国が設置する国営公園を目指すことが、最善策と考えます。実際
発掘調査によって、7 2棟もの建物跡が発見されましたが、現実として、県の手によ

る建物復元は、3棟に留まりました。武器庫や木造施設は、林野庁補助事業の賜物で

あります。このままですと、今後は、文化庁補助事業による限られた整備が精一杯で
す。そこで､先人が残してくれた全国に誇れる貴重な文化遺産の鞠智城跡を、より一層、
活用していくためにも、鞠智城跡の国営公園化が、是非とも必要なのです。城門や政

庁的な建物群を復元して、さらなる施設の充実化を目指そうではありませんか。



く国営公園の波及効果＞鞠智城の国営公園の実現により期待される波及効果を考え
ます｡有明海に注ぐ、全長71kmの菊池川は､玉名市～和水町～山鹿市～菊池市を遡り、
阿蘇山の外輪山の深葉に源を発します。このルートは、「日本書紀」に記された景行天
皇の巡幸順路と重なり、流域には、古代から中世にかけて育まれた数多くの歴史道産
があります。鞠智城の国営公園化が実現しますと、 平成23年の「九州新幹線の全線
開通」効果が最大限に生かされます◎新玉名駅から、約50分で、鞠智城跡へ行くこ
とが出来ます。鞠智城跡を拠点にして、周辺の歴史遺産を取り込む修学旅行のコース
が設定されて､熊本県の観光に大いに寄与するものと思われます｡和水町と山鹿市では、
｢肥後古代の森」地区の見学者増加にも繋がります。これらの地区では、国指定史跡の
古墳が整備されて公園化が計られ、県立装飾古墳館もあります。玉名市では、全国で
始めての整備となる「ドーム型の覆屋を持つ」国指定史跡の永安寺西古墳が、より注
目を浴びることになるでしょう。菊池市でも、菊池氏一族関係の遺跡が、世間により
一層、周知されるものと思われます。
く鞠智城は、海を渡る広域的な文化圏の中に＞鞠智城跡を核とする韓国との匡|際的
な交流も、さらに活発化することが予想されます。中国にルーツがある八角形鼓楼は、
韓国の二聖山城からも見つかりましたので、県からも調査員が出向き、旧菊鹿町では
町議団が視察に向かいました。この間、学識経験者や地元との交流がありました。菊
池市は韓国全羅北道金堤市と、和水町は同国忠清南道公州市と、それぞれ友好姉妹都
市を結んでいます。特に、1971年に武寧王の古墳から出土した遺物は、和水町の
江田船山古墳のそれに酷似しており、両国の繋がりを示すものとして有名です。この
様に、鞠智城跡は、海を渡る広域的な古代文化圏の中にあるのです。城跡の持つ歴史
の重みは、ここからも感じられます。

く国営公園の実現に向けて＞以上の事からも分かります様に、国指定史跡．鞠智城
跡は、歴史的価値が極めて高く、国営公園としての体裁が、ほぼ整っています。実現
後の波及効果も大なるものが予想されます。知事も申されています様に、今こそ、県
民一丸となった取り組みが必要です。関係当局も、その為の条件として、「整備の段階
で欠けているものは無いが、地元の盛り上がりと、知名度のアップ°が必要」と指摘し
ています。国営公園の実現に向って、頑張りましょう。
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国 営 公 園 の

墓 礎 知 識





1．定義：日本国で、都市公園法に定められた要件を満たす公園、又は、緑地。国（国土
交通省）が設置。所管官庁は、国土交通省の都市地域整備局公園緑地課。

2 ． 条 件 ： 都 市 公 園 法 第 2 条 第 1 項 で 規 定
第 2条：「都市公園」とは、次に掲げる公園又は緑地で、その設置者である地

方公共団体又は国が当該公憧|又は緑地に設ける公園施設を含む。
1項2号：次に掲げる公園又は緑地で、国が設置するもの。

イ：一の都府県の区域を超えるような広域の見地から設置する都市計画施
設である公園又は緑地（イ号)。

国営アルプスあづみの公園（2004.7）などl1箇所112) ()は､|外l1刺時川
口：国家的な記念行事として、又は、我が国固有の優れた文化的資産の保

存及び活用を図るため閻議の決定を経て設置する都市計画施設である
公園又は緑地（口号)。

国営飛烏歴史公|f| (1974.7)国営武蔵丘陵森林公園(19747)
国営沖縄記念公園(19768 )国営昭和記念公園(1983 . 10 )
国営吉野ケ里歴史公園(2001.4)
※鞠智城は、口号に該当することとなる。

設 置 基 準 ： 都 市 公 園 法 第 3 条 第 3 項 で 規 定
第3条：地方公共団体が、都市公園を設置する場合に政令で定める。

都市公園の配置及び規模に関する技術的基準に適合するように行う。
第3項：国が設置する都市公園（第2条第1項第2号ロに該当するものを除く）

は、政令で定める都市公園の配置、規模、位置及び区域の選定並びに
整備に関する技術的基準に適合するように行う。
（注)除外対象の国家的な記念事業の国営公園は､閣議決定の内容に沿っ

て整備される。統一的な基準を設ける事は難しく、必要性も認め
られない。国営公園は、国が設置する。

維持管理：事例；佐賀県の国営吉野ヶ里歴史公園
l ) 基 本 事 項 ・ 土 地 所 有 ： 国 が 管 理 ・ 公 園 の 区 分 ： 国 営 と 県 営
2）費用負担・土地買い上げ：文化庁補助で県国交省は、補助対象外。

・ 整 備 費 用 の 負 担 公 園 施 設 復 元 建 物 を 含 む 国 交 省
史 跡 保 存 施 設 県

・ 維 持 管 理 管 理 財 団 へ 管 理 委 託 国 交 省
3）管理事務所 国営地区：国交省が歴史公園事務所を設置。職員 1 4名

1．国営公園について

3

4

3
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2．国史跡鞠智城跡の国営公園化に向けての
取組みについて

かねてより国営公|刺化を前提として鞠智城の整備と調査を進めてきた
ところであるが、県教育委員会では、古閖三博県議会議員と協議のう
え、今後、国営公園化の取り組みを始動することとした。
古閖三博県議会議員が、国営公園化を目指した取組みを進めるために
県庁各課に協力を依頼。
田中豊土木部都市計ll l l i課長が鞠智城を視察。
冨田耕司土木部次長が鞠智城を視察。
土木部次長が国営公園化に向けて、国土交通省に鞠智城の概要説明。
都市計画課長が、（財）公園緑地管理財団と国営公園化の手続き等に
ついて協議。
大田幸博装飾古墳館長が、前文化庁主任調査官の磯村幸男氏（現福岡
県文化財保護課長）と協議。
土木部次長、総合政策局政策調整室長、都iij計画課長、文化課長、装
飾古墳館長、温故創生館長が国営吉野ヶ里歴史公園を視察
潮谷義子知事が年頭会見で「鞠智城の国営公園化を目指す」と発表。

当面の課題
・国営公園化に向けた条件の抽出とその整備及び県民の機運の醸成

今後の取組み
マスコミ等の積極的な活用を行い、県内をはじめ全国に向けて大いにPRを進める

必要があり、シンポジウム等を計画している。
国営公園化の手続き等については、土木部都市計画課において、他の国営公|垂|の設

置経緯等を調査しながら進めていく。

鞠智城のこと
)文化庁は、古代山城の|玉 |指定に極めて前向きである。昭和50年代から「古代ではあ①文化庁は、古代山城の国指定に極めて前向きである。昭和50年代から「古代ではあ
るが、当時の政府が築城した城塞である。従って、遺跡の保存と活用に際しては、国
の機関である文化庁が責任を持つ」との見解が基本理念となっている。

②鞠智城は､国内の古代山城の中で､最も､調査と整備が進んでいる｡温故創生館では､｢古
代山城の情報発信基地としての役割を担う」との意識の中で活動を続けてきた。全国
各地の古代山城を訪れて資料を集め、当該の調査員を招聰しての月毎の館長講座は、
地道ながら大きな成果を上げている。

③アクセス面でも、大型バスが横づけ出来るという、他の古代山城に無い大きな利点
がある。さらに、立地の面では、集落に隣接することから、復元建物の建設を可能と
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し、維持管理の面でも、極めて有利な条件下にある。
④県が主体となって、調査と整備に取り組んでいるのは、熊本県だけである。他県では、

市と県とのすみ分けに悩み、事がうまく運んでいない。
⑤鞠智城では、一定基準の歴史公|童|が形造られており、｜玉|営公園の採択後に、巨費を投

じての整備は無い。
⑥「遺跡の地名度が低い」とする指摘もあるが、この点に関しては、研究面でのたち

遅れや熊本県の地理的位置 城跡が集落と共存する状況下にあった事などによる。
金田城や北九州の古代山城は、先学者の存在と高山に位置したので、国指定が簡単で
あった。今後、鞠智城の知名度は、急速に高まるもの確信している。実際 発掘調査
では、古代山城として国内初の発見が相次いでいる。八角形鼓楼建物跡・貯水場跡・
貯木場跡の各遺跡や、木簡の発見などが、そうである。

⑦平成1 4年4月1 8日の温故創生館の開館以来、平成1 8年1 2月 2 8日現在で、
486 , 0 68人の入館者を数える。平成 l1年度からの兵舎における仮展示場から
通算すると6 0 2 , 9 8 7 人に達する。

鞠智城跡・国営公園の実現により期待される効果
有明海に注ぐ、全長71 kmの菊池川は、玉名市～和水町～山鹿市～菊池市へ遡り、

阿蘇の外輪山に源を発する。川の流路は『日本書紀」に記された景行天皇の巡行順路
と重なり、流域には、古代以来、育まれた数多くの歴史遺産がある。鞠智城．国営公
園が実現しますと、様々な効果が期待できる。

①鞠智城跡の知名度が、飛躍的に増大する。
全国的に取り上げられる機会が増え、観光振興にも大きく貢献する。菊池川流域の

歴史遺産にも、今以上に注目が集まり、和水町・山鹿市の「肥後古代の森」地区の見
学者増加にも繋がる。

② 平成23年の「九州新幹線の全線開通」効果が最大に生かされる。
新玉名駅から、約5 0分で鞠智城へ行ける。鞠智城跡を拠点にして、周辺の歴史遺

産を取り込む修学旅行のコースが設定されて、熊本県の観光に大いに寄与するものと
思われる。

③ これまで、熊本県が整備・管理してきた「歴史公園・鞠智城」に、国土交通省が加
わる事により、全ての面でバアージョン・アップが期待できる。

6国営公園としての体裁は、既に整っている。
熊本県では、昭和 4 3 年から発掘調査を実施し、平成 1 8 年度で、 2 8 次を数える。
この間、古代山城としては、国内初の発見が相次ぎ、整備事業も平成6年から実施し

てきた。この間、4 3 . 6 h a の用地を公有化し、八角形鼓楼を初めとする4棟の復元建
物を建設して、様々な施設の充実化を図ってきた。事業は、継続中ですが、歴史公園と
しての体裁は、ほぼ整いつつある。後は、県民の意識向上あるのみ。
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3．国営公園の事業概要
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<イ号公園〉

4．国営公園（イ号・口号）の一覧表

<ロ号公園〉

※開園面積は平成16年4月1日現在

弓

イ

NC 名 称 所 在 地
計画
面積
(ha）

事業

着手

都市計

画決定

共用

開始

開 園
面積
(ha）

入園料

1 淀川河川公園 大阪市5市1町、京都府大山崎町 962 S 4 7 S51．9 S52．3 ’25．7 無料

ワ
全 国営海の中道海浜公園 福岡県福岡市 539 S 5 0 S5 ( ) . 5 S56．10 230．2 有 料

３ 国営滝野すずらん丘陵公園 北 海 道 札 幌 市 396 S 5 3 S53．1 S58．7 186．4 無料

4 国 営 ひ た ち 海 浜 公 園 茨 木 県 ひ た ち な か 市 350 S 5 4 S58．4 H3．10 116．0 有料

5 国 営 木 曽 三 川 公 園 愛知県、三重県、岐阜県 6．108 S 5 5 S56．10 S62．10 213．9 無料

6 国営みちのく社の湖畔公園 宮城県柴田郡川|崎町 647 S 5 6 S57．12 H1．8 283．7 有料

7 国営備北丘陵公園 広島県床原市 340 S 5 7 S60．1 H7．4 179．8 有料

8 国営讃岐まんのう公園 香川県仲多度郡満濃町 350 S 5 9 S61．8 H10．4 111．4 有料

9 国営越後丘陵公園 新潟県長岡市 399 H 1 H3．1 H10．7 119．6 有料

10 国営アルプスあづみの公園 長野県大町市、南安曇野郡 353 H 2 H2．11 H16．7 (30.3） 有 料

11 匡l営明石海峡公園 兵庫県神戸市、津名郡 330 H 5 H6．12 H14．3 36．3 有料

NC 名 称 所 在 地
計 画
面積
(ha）

事業

着手

都市計

画決定

共 用

開始

開 園
面積
(ha）

入 園 料

1 国営武蔵丘陵森林公園 埼玉県比企郡滑川町、熊谷市 304 S 4 3 S43．3 S49．7 304.(） 有料

２ 国営飛鳥歴史公園 奈良県高市郡明日香村 〆 b l

O-L S 4 6 S 4 6 . 7 S49．7 46．1 無 料

Q
L J

国営沖縄記念公園

(首里城公園）

(海洋博公園）

沖縄県国頭郡本部町、那覇市 82 S 5 0 S51．3 S51．8 74.］ 有料

4 国営昭和記念公園 東京都立川市、昭島市 180 S 5 3 S56．11 S58．10 148．7 有料

５ 国営吉野ヶ里歴史公園 佐賀県神埼町、三田川町、東脊振村 54 H 4 H5．3 H13．4 19．4 有料



5．平成18年度都市公園・緑地保全等事業予算額

(単位:百万円）

(注)1 .本表のほかに、防災公園街区整備事業に係る独立行政法人都市再生機構への出資金4,500百
万円（前年度3,500百万円）が都市環境整備事業に計上されている。

2．都市公園事業費補助の事業費には、防災緑地に係る都市開発資金による用地取得費681百万
円（前年度1,234百万円）を含む。
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18年度(A） 前年度(B） 倍率(A/'B）

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

国営公園

維持管理

整備

都市公園事業調査費

都市公園事業費補助

個別補助
統合補助

補助率差額

古都及び緑地保全

小計

緑地環境整備総合

支援事業費補助

合計

37，309
11，205

26，104

4 6 9

11，013
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５
４
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４
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ちようせんしきさんじよう

7世紀後半に西日本各地に築城された朝鮮式山城の一つ。
に ば ん し よ き や ま と せ い け ん はくすきのえ

｢日本書紀」によれば、大和政権は朝鮮半烏での、白村江の戦い
と う し ら ぎ

( 6 6 3年）以降、唐・新羅の日本列烏への侵略に備え、664
さ き も り と ぶ ひ み ず き お お の き い

年に防人、峰を設置し、水城を築造。翌年には、大野城、基舞城、
な がと や し ま か ね だ た か や す

長門城、66 7年には屋Ⅲ鳥城、金田城、高安城など北部九州及び
だ ざ い ふ

瀬戸内海沿岸に軍事拠点を築いた。鞠智城もその一つで、大宰府
や大野城、墓疑城に対して兵舎や物資を補給する後方支援基地と
して位置づけられる。

め い わ ひ ご、こ く し

鞠智城の研究は、明和9年 ( 1 7 7 2 )の「肥後国誌」原本の
か ん せ い き く ち ふ ど き

編蟇からはじまった。寛政6年 ( 1 7 9 4 )には「菊池風土記」
よなばる

を著した渋江公正が、その場所を米原村に求めた。驚くべき先見
の明。

明治時代以降も、多くの先学者によって、場所探しが続けられ、
さかもとけいぎよう

昭和12年には、熊本県の考古学の草分けである、坂木経堯が「米
原の地である」と発表。

このように、多くの先学者の研究を元に、昭和4 2年から県に
よる発掘調査が開始され、今に至る。
鞠智城は、1 300年前の国耆に城名が記された由緒正しい遺

跡です。昭和42年以降今日に至るまで、県によって学術調査が
実施されてきた。古代日本の中で、束アジア外交史に位置づけら
れる国際的な史跡として極めて重要。

鞠智城跡について





鞠智城跡の重要性
国内の古代山城では、初めての発見が相次ぎ、発掘調査も昭和4 2年度以来、今年度で

28次を数える。

①八角形鼓楼跡
南北方向に50mの間隔で2棟を検出（平成3年度 )。類似の遺構は、韓国の二聖山城

跡などから発見されており、古代における日本と韓国の文化交流の証としても注目された。

②貯水池跡
城跡の北縁から、米原集落の西縁へ下る谷部から検出。総面積5,300㎡に及び、地

下2～3mの粘土層から数多くの遺物が出土した。池そのものは谷部の周辺から流れ込
む雨水や､地下からの湧水を貯水したものである。谷頭からは､湧水地点を囲む井戸枠（大
型の建築材を利用）も発見された。

③貯木場跡
貯水池を同時に貯木場として利用していたことも判明した。加工された数多くの建築

用材や、土壁に用いる木舞の木棒も出土した。さらにロープ代わりのツタや、木製農具
等が数多く出土した。

④木簡
貯水池跡から「秦人忍閑五斗」と墨書された木簡が出土した。結果として、城地の|燐

接地に渡来人の秦人一族が居住していた事や、鞠智城に納税していた事実が明らかにな
り、城の性格をめぐって、政庁跡の可能性が取り沙汰される等、大きな話題を提供した。

歴史公園としての鞠智城跡
①八角形鼓楼、米倉、兵舎、武器庫の4棟を復元。

②本格的なガイダンス施設として温故創生館を建設。古代山城では唯一､鞠智城のみである。
長者山には、奈良時代の建物を模した休憩所を建設。

③園路も年次計画を立て、場内の周回コース完成を目指し、順次、設置している。

④年間10万人の入場者数があり、隣県の福岡や佐賀からも多くの見学者が訪れ、観光名
所にもなっている。

⑤平成23年に、福岡～八代間の九州新幹線が開通予定。玉名駅から鞠智城まで50分。
より多くの県外の旅行者の来園が望める。

⑥近|燐には、菊池温泉、山鹿温泉、合瀬川温泉があり、多くの宿泊客が旅館の送迎バスで
鞠智城まで足をのばしている。旅館組合の協力により、この方式は確立した。

⑦丘陵地に位置するため、城内へ直接バスの乗り入れが出来る。老若男女問わず気軽に来
園出来る強味がある。

1．鞠智城の重要性・歴史公園としての鞠智城跡
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2 鞠 智 城 跡 に お け る 遺 構 の 配 置

鞠智城パンフレット（平成9年7月発行）に追記

0                    200m
ｰ - 1 1 】 ！

1 2



1 は じ め に

熊本県の山鹿市菊鹿町米原と菊池市木野にまたがる鞠智城跡は、7世紀後半に西日本各
地に築城された朝鮮式山城の一つ。『日本書紀』によれば、大和政権は朝鮮半島における白

村江の戦い（663年）以降、唐・新羅の日本列島への侵攻に備え、664年に防人、峰
の設置及び水城の築造、翌年には、大野城、基黙城、長門城、そして667年には屋嶋城、
金田城、高安城など、北部九州及び瀬戸内海沿岸に軍事拠点を築いた。鞠智城も、その中
の一つで、西海道諸国（現、九州地方）を統括した大宰府や大野城、基舞城に対して兵士
や物資を補給する後方支援基地と位置づけられている。

2 文 献 か ら 見 た 鞠 智 城
奈良･平安時代の国耆に記載された城跡である。初見は、797年に編纂された｢続日本紀』

で、「文武天皇2（6 9 8）年に、大和朝廷が大宰府に命じて大野、基舞、鞠智の3城を修
理した」とある。これが、「66 5年築城」と明記された大野、基難の2城と同時期の築城
と考える一つの根拠となっている。
次の『文徳天皇実録』天安2（8 5 8）年6月の条には、「兵庫の鼓が自ら鳴る」「不動

倉1 1宇火く」といった奇怪な現象や事件が肥後国から中央政府に対して報告されたこと
が記されている。平安時代に入ると、律令体制の緩みが生じて、不動倉の火災もそういう
状況の中で捉えられる。『日本三大実録』元慶3（8 7 9）年3月の条にも、「兵庫の鼓自
ら鳴る」と報告され、これを最後に国書から姿を消す。文献記録からは、2 0 0年以上の
城歴が考えられる。

3 調 査 ・ 研 究 等 の 略 歴
l ) 研 究 の は じ ま り
所在地すら忘れられていた鞠智城は、江戸時代後半から、渋江公正などの学者によって

地名や伝承をもとに論じられ始めた。本格的な研究が始まったのは、昭和に入ってからで
ある。

大阪毎日新聞の記者、中島秀雄や熊本地歴研究会による踏査で、鞠智城を米原一帯に求
める動きが高まるなか、それを決定付けたのが、熊本県の考古学の草分け、坂本経堯（泗
水町出身）である。現地を丹念に踏査した坂本は、昭和12年、「鞠智城吐に擬せらる米原
遺跡に就て」において、米原の地が鞠智城跡であるとの見解を発表した。

昭和1 3年には、地元、城北村の松尾條規村長を会長とする城北村史蹟顕彰会が標木を
立て保護顕彰に努め、昭和2 8年には、福岡県の考古学者の鏡山猛が「鞠智城の調査保護
計画」を県へ陳情するなど､遺跡保護に向けた取り組みが活発化した。こうした状況のなか、

3．鞠智城跡の概要
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熊本県教育委員会は、昭和33年に、長者山礎石群と深迫門礎石を「伝鞠智城跡」とし
て県史跡に指定した。

2）調査の開始
昭和40年代に入り、米原一帯の開田工事と長者山の一部開発により鞠智城跡の遺構が

一部消失するという事態に直面した。そこで､県教委では､昭和42年～44年度にかけて、
当時、熊本女子大学教授であった乙益重隆氏を調査団長とする「鞠智城調査団」を組織し、
発掘調査を実施した。本格的な学術調査の始まりである。

多くの地点で城の構造解明を視野に入れた調査が実施されたが、特に、宮野地区では3
間 × 9 間の礎石建物跡、長者山地区では 2間 × 4 間の礎石建物跡や多量の炭化米が見つか
るなど、より具体的な構造が明らかとなった。これらの調査によって、考古学的にも城域
が米原一帯に広がることが立証され、昭和5 1年、県指定名称が「伝鞠智城跡」から「鞠
智城跡」に変更された。

3）調査の継続
昭和54年に、鞠智城跡を縦断するI I I J道の拡 I |府工事が計画され、菊鹿町教育委員会で調

査が実施された。このころ文化庁から「国指定へ向けての本格的な調査に取り組むように」
との指示があり、県では国庫補助を受けて2ヶ年の確認調査を実施した。昭和5 6年度に
は宮野礎石群の調査を行ない、県史跡に追加指定した。翌年度には、これまでの調査成果
をまとめた総合的な調査報告書を刊行した。
再び調査が始まるのは、昭和6 1年度からで、これ以降、鞠智城跡では毎年調査が実施

されている。平成2年度からは従来の国庫補助事業に加え、県の自主事業である重要遺跡
確認調査も加わり、長者原地区全域に調査規模が拡大された。多くの建物遺構や遺物が発
見され、八角形建物跡など、代表的な遺構が見つかったのもこの頃である。これまでに、

72棟にも及ぶ建物跡が検出されるなど多大な成果が上がった。

4）整備の開始
平成6年度、「県総合計画』の中で、「歴史公園化を目指した調査・整備」が唱えられた。
県教委は、学識経験者による「鞠智城跡保存整備検討委員会」を組織し、『鞠智城跡保存

整備基本計画』を策定した。そして、歴史公園の目玉となる長者原地区の整備を開始した。
平成 6年度から 4カ年計画で、土地の公有化を図り、平成 7年度のモニュメント広場か

ら整備事業に着工し、遺構保護のため礎石の保存処理と埋め戻し工事を実施した。また、
全盛期の景観を復元することを目指して、平成9年度に米倉、平成10年度に兵舎、平成
l 1 年度に八角形鼓楼、平成 1 2 年度に武器庫を建設した。平成 l l 年 4 月には兵舎を「仮
展示場」としてオープンするなど活用に向けた取り組みも始めた。

平成14年4月には、待望のガイダンス施設「温故創生館」が開館した。その後、「長者
山展望広場休憩所｣、「灰塚展望所｣、「研修施設」も完成し、平成17年度からは、園路整
備を始めるなど、次第に歴史公園としての姿が整いつつある。
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5）調査の現在

平成9年度には、北の谷部から5，300㎡の規模を有する貯水池跡が発見された。この年
を境に､鞠智城跡の発掘調査は､貯水池跡の構造調査や門跡を含む外郭構造の調査へと移り、
現在に至る。

これまでに、堀切門跡や南側・西側の土塁線の調査が終わり、堀切門跡では門の支柱穴
の発見や土塁線において版築土塁が見つかった。また、貯水池跡でも、建築材等を水に浸
した貯木場、水汲み場である木組遺構、池を細部に仕切る堰堤、取水口や石敷遺構などの
導水施設、池を囲む柵列が見つかるなど、池構造の解明に繋がる発見が相次いでいる。さ
らに、平成17年度には、池の尾において、鞠智城跡では初の水門が見つかった。

4 こ れ ま で の 成 果
1)位置と地形
鞠智城跡は､有明海に注ぐ菊池川の河口から約3 0km上流にある台（うてな)台地の基部、

｢米原台地」を中心に立地する。南には、肥沃な山鹿・菊池平野が拡がり、遠くに有明海に
面する金峰山が見える。南の平野部との高低差はl OOm程で、同時代に築かれた大野城
や基舞城が標高400m級の山に築かれているのに比べ、非常に低い立地である。北には、
八方ヶ岳を主峰とする1,OOOm級の山々が連なる筑肥山地が望める。

八方ヶ岳の西南麓は、上内田川、木野川など、多くの小河川が入りくみ、複雑な地形
を形成している。木野川の支流、初田川の小盆地やその小谷に面する米原台地は、標高
1 45m前後の高地にすぎないが、河川の浸食作用による深く湾入した谷や急峻な崖線で
区切られ、周辺の地形から独立した趣がある。この天然の要害の自然地形をうまく利用し
て築かれたのが、鞠智城跡である。

2）城域について

南を堀切集落の後背にそびえる凝灰岩の崖線、そこから北西方向の低山の尾根をつたい、
西を初田川流域の小盆地、さらに、北から束にかけては、米原川の浸食谷により区切られ
ている。東西約1 . 6 k m、南北約1 . 3 k mの範囲にわたる。

また、南の崖線の中途から北に分かれ､池の尾で谷を渡り、西から北へ延びる灰塚､涼みヶ
御所、佐官どんといった地名を残す低山の尾根、束を台地縁の崖線が区切っており、周長
約3.5kmに達する。現在､この範囲を真の城域とし、「内城地区」と呼び､その外縁部を「外
緑地区」とする。

3）発掘調査
① 建 物

鞠智城跡の中心となる長者原を中心に、これまでに72棟分もの建物遺構を検出した。
形態による内訳は、掘立柱建物跡47棟、礎石建物跡24棟である。掘立柱建物跡は、
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2 形態に分類され、総柱が 1 6 棟、側柱のみが 2 6 棟となる。側柱スタイルでは 1面庇が
2棟あり、また、建て替えを含む八角形建物跡の3棟分が掘立柱となる。礎石建物跡はす
べて総柱で､側柱を掘立柱とするのが3棟､八角形建物跡が1棟ある。49号（宮野礎石群）
は、3間9間と長倉形式の大型建物跡である。

これら建物遺構のうち、長者原地区の北端近くでは、溝で区画された5棟の一群が見つ
かっている。上原地区の1棟を加えると、南方向に開く．の字形配置となり、城内のなか
でも特別な機能を持つ建物群と推察されている。

② 城 門
門礎石の存在から、深迫、堀切、池の尾の3箇所に古くから求められており、城域北端

部の谷筋にも地理的要因からその存在が想定されている。
深迫の調査では､開口地形の谷を狭める版築土塁と、その谷底を利用した道路跡（登城道）

を検出した。このほか、南縁に方形堀形の柱列を検出したが、まだ、門礎石の原位置はつ
かめていない。
堀切の調査では、2段構造の城壁（版築でテラスを形成)、岩盤掘り込みの屈曲を伴う道

路跡、門支柱の方形掘方を検出した。掘方は、後世の道路跡で削平されていたが、残存幅
が門礎石l1届と符合し、礎石が据えられた可能性が高い。掘方前面には約lmの段差があり、
岩盤今りり込みの階段式か懸門式の門が想定される。
池の尾の調査では、鞠智城跡で初めてとなる水門跡を検出した。約9ml隔の城壁に直交

する暗渠構造の通水溝が付設された構造で、崩れているが数段の石積みも想定される。門
礎石の原位置は、市道下と推定している。

③ 土 塁
南側土塁線と西側土塁線の調査で、内托式の版築盛土で構成され、基底部からは、土留

めの礫を並べる構造を確認した。
南側は、土塁高が約7～8mで、中位にテラスを持った2段構造となっている。堀切門

跡の城壁と|司様な構造である。土塁頂部には、爽築式の土塁があり、「内托式十爽築式」で
城壁を高く見せる工夫がなされていることが分かった。
西側は約3mと低く、内托式のみの構造となる。土塁裾部の列石にもやや間隙が見られ、

略化されている。さらに、土塁頂部及び裾部から堰板の支柱穴列が検出されたので、土塁
構築の技法を推察できる資料が得られた。内側列石も検出した。内城側を削平させること
で雨水対策していたことが分かった。南側と西側は、積土及び列石石材において相違点が
認められ、基本的には周辺の土壌及び岩盤に左右されることが判明した。
④ 石 塁

2箇所の「馬こかし」・「三枝」で確認されている。3次調査において測量調査が実施さ
れたが、後世の産物である可能性が高いとの見解が為された。三枝石塁は城外に築く点で、
可能性は高いが、馬こかし石塁は外郭線上で、舌状丘陵を分断する谷地形に位置すること
から、守備面での必要性が問われる。積み石の一部には、横目地が通っており、同時代の
ものか、今後、調査を伴う詳細な検討が必要である。
⑤ 貯 水 池
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約5, 300㎡の面積を有している。基本的には自然湧水によるもので、取水口や水の
勢いを緩和させる石敷遺構の存在から、渇水期には、長者山北の支谷から導水していた可
能性のあることが分かった。また、小規模な堰堤の存在から、各所で間仕切りを設けて貯
水量を調整したことが想定され、飲用水は勿論のこと、建築材等を水浸けした貯木場など、
多用途の使用が認められる。池の周りにﾎ|I1を巡らせていたことも明らかとなっている。
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4．アジアの中の鞠智城跡
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6．鞠智城跡の標高

2(）

地 点 標高(、） 地点 標高(、）

温故倉'1生館 145．52 シャカンドン 171．10

鼓 楼 145．68 飛渡三角点 168．89

長者山 155．12 深迫門跡 123．49

灰 塚 165．10 堀 切 門 跡 121．83

涼みヶ御所 167．05 池の尾門跡 90．65



7 研 究 史 年 表

21

年度 年号 研究者など 文献など 内容など
1772 明和9年 森本一瑞 『肥後国誌」追補

※原本は江戸時代後
期に編纂。

深川説を否定して､鞠智城は兵庫や不動倉などをも
っている官城であるので、菊池市隈府、菊池市七城
町水島､山鹿市菊鹿町米原の一帯にわたる広大な地
域を占めるものであろうとみている。

1794 寛政6年 渋 江 公 正 r菊池風土記」 「文徳実録」天安二年閏二月の条に記載のある「不
動倉ll宇火」を米原村長者屋敷に比定。

1846 弘化3年 八木田桃水 ｢桃元問答』 「菊池の初代貝 l l隆以来の居城となった深川の菊之
城は､鞠智城の旧跡を取りしつらひて居城としたと

も考えられるが､城家の居城であった木庭村も鞠智
城の旧跡か」と述べている。

1900 明治 3 3年 吉田東伍 ｢大日本地名辞書」 「鞠智城を辺地の肥後国菊池郡に求めるのは､大野

城を豊後国大野郡に求めるのと同じである」と笑っ
ている。

昭和初期

中島秀雄 大|坂毎日新聞 「米原の要害こそ『続日本紀」文武天皇2年5月、
大野、基津城とともに繕治された鞠智城であろう。
礎石の並ぶ山、多くの礎石が出た畑、焦米が層をな

して埋まっている州|、涼みヶ御所、烏ヶ城、シャカ
ンドン、紀屋敷、宮床、馬洗淵、長者井戸などの地

名がある」と報じている。

熊 本 地 歴
研 究 会

基津城跡を踏査して米原における遺構と比較し､基
津城跡の研究者久保ll l善映氏や松尾禎作氏等も米
原の遺構を踏査した。「長者の的石（現、深迫門礎
石)」が朝鮮式山城の門礎石であることを確認。

1937 昭 和 1 2 年 坂 本 経 堯 ｢地歴研究」
第 1 0 篇 第 5 号

「鞠智城吐に擬せられる米原遺跡に就いて」を発
表。

1942 昭 和 1 7 年 坂本経堯
ロ
万

ｎ
Ｊ
１

義
 
５

談
 
巻

本
 
通

Ｈｒ 「鞠智城考」を発表。
鞠智城の文献を集録して性格を考え、米原にある
東、南、西の城門礎、水門礎、長者山の礎石間尺、
土塁線などは朝鮮式山城の規模に類し､焦米の多量
の埋没は、「天安2年6月、不動倉11宇火く」の史
実を物語っているとした ｡特に土塁線は自然尾根を

利用して外側を切り落とし ､鞍部にのみ盛土した状

態であることに注意し、さらに土塁線は米原台地周
辺だけでなく、これを内郭として塁線は頭合より木
野丘陵を - |上に登って城北の谷をいただく外郭を形
成することに注目した。

1953 昭和 2 8年 坂本経堯 熊本史学会 ｢鞠智城跡について」を発表。

1956 昭和 3 1年 島田 I F郎 講演（菊池市） |高句麗国内城と鞠智城」と題して講演。

1958 昭和 3 3年 坂 本 経 堯 ｢熊本の歴史」
熊本日日新聞社

｢鞠智城跡を米原に求めて」を登載。

1959 昭和 3 4年 県教育委員会 12月8日付けで、「伝鞠智城跡」として長者山礎石

群、深迫' ' '1礎石を県史跡に指定。
1976 昭和 5 1年 県教育委員会 8月24 1Z I付けで、県史跡名称を「鞠智城跡」と改

称。
1981 昭和 5 6年 県教育委員会 11月11日付けで､宮野礎石群を県史跡に追加指定。

2004 平成 1 6年 文化庁 2月271_|付けで､｢鞠智城跡｣として国史跡に指定。



8発掘調査年表（1）

2 2

調査年度 次 地 区 遺構など 概要 調査組織
S42 1 池 の尾門

深迫門

堀 切 門

西 側 土 塁

池の尾門礎石

深 迫 門 礎 石

馬こかしの石垣

三枝の石埴

堀 切 門 礎 石

佐官どん礎石群

･昭和40年代に始まった米原台地の水田化工

事（農業榊造改善事業）に伴う緊急調査を実
施。

･城の外郭線の確認。

･米原地区の測量図作成

･門礎石の実測、石垣の測量。

熊本県教育委員会

（鞠智城調査団）

2

原

落
 
者

集
 
長

少 賎 ど ん 、 紀 屋 敷

長者原礎石群

宮 野 礎 石 群

･長者原で礎石群を確認。

･ 宮 野 の 礎 石 列 の 確 認 瓦 片 が 出 ’

熊本県教育委員会

（鞠智城調査団）

S43 3 深迫門

西 側 土 塁

長 者 原

長 者 山

本 分 集 落

道路跡・士塁推定地

佐官どん礎石群・上里

長者原礎石群

長者山礎石群（御金蔵）

阿 高 礎 石 群 推 定 地

･ l l 召 和 4 2 年末から昭和 4 3 年にかけての長者

山西側一 '冊の | ﾙ | 躯、昭和4 3年 4月の深迫一

帯の水IⅡ化工事に対する緊急調査を実施。

･長者山礎石群の実測。

･深迫門周辺の確認。

･阿高礎石"ドの発見。

･西側士塁線等の断面図作成。

熊本県教育委員会
（鞠智城調査団）

S 4 4 4 長者原

長者山

長者原礎石群

宮野礎石群

長考山礎ｲ:群。

長者原礎石群の実測。

宮野礎石群の露出及び実測。

長者原礎孑,群の露出及び実i1l1．

惨昭和51イド8月24日付けで「伝鞠智城跡」

から「鞠智城跡」へ県指定名称を変更。

熊本県教育委員会

（鞠智城調査|TI )

S 5 4 5 長者原

上 原

掘 立 柱 建 物 跡

道 路 状 辿 榊

･町道（立徳・稗方線）改良工事に伴う事前調

査を実施。

･城跡内で初めて軒丸瓦片を出上。

菊鹿町教育委員会

S55 6 上原 竪穴遺榊（弥生） ･上原地区で弥生時代の遺構を確認 熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助
7 長者原 宮野礎石群 ・宮野礎石"#の全面露出。

→昭和 5 6 年 1 1 月 1 1 日 付けで県史跡に追加指

定。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

S61 8 長者原

ほ か

･航空写真撮影による米原地区の地形図作成作

業。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

S 6 2 9 長者山 45～48号建物跡 長者山礎石群の調査を実施

多量の炭化米と瓦が出土。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国l巾補助

S 6 3 10 長者原

上 原

11～1 5号建物跡

1 9 号建物跡

･宮野礎石群北側において、 ’ ' 1心部が礎石、周

辺に掘立柱の庇をもつ建物跡 ( 1 1 ， 1 2 号建

物跡）を検出。

･上原地区「少Wfどん」において建物跡(19

号建物跡）を検州。

･城跡内で始めて掘立柱建物跡の存在を確認，

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H1 11 長者原 1 ～ 4 号 建 物 跡 ･宮野礎石群南側において､掘立椎建物跡3棟、

礎石建物跡1棟を検出。

．掘り込み地唯跡（4号建物跡）を確認。

熊 本 県 教 育 委 員 会

（文化課）

＊文化庁国ﾙ航補助

H 2 12 長者原 5 ～ 1 0 号 建 物 跡

16～18号建物跡

11～15)ﾅ建物跡

県 の 自 主 事 業 に よる 重 要 遺 跡 確 認 調 査 も 加 わ

って、調査面積が大幅に増大。

･宮野礎石群ド付、1判西部一帯において掘立柱建

物跡9棟を検出，

3間10間の城内最大の掘立ｲ : i 建物跡を検出。

･11～15号･雑物跡の再調査を実施。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助
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調査年度 次 地 区 遺構など 概要 調査ル 識

H 3 ｲ n

l O 長者原 20～35号建物跡 ･町道西側一帯の調査。

･掘立柱建物跡 9棟 ､ 礎石建物跡 6棟 ､ ＃ | 位柱

礎石併用1棟を検出。

・八角形建物跡 4棟（掘立柱 3棟、礎石 1棟）

を検出。

･軒丸瓦片が出士。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H 4 14 長者原

上 原

西側土塁

36～44号建物跡 . 掘 立 柱 建 物 跡 7 棟 、 礎 石 建 物 跡 1 棟

, 鞠 智城の終末期にあたる 9 世紀代の礎石建物

跡（36号建物跡）を検出。
､上原地区から遺構の空白地帯が見つかる。

、四側三'二塁線を測量。一部で試棚曲。

熊本県教育委員会
（文化課）

＊文化庁国庫補助

H 5 15 上原 51～54号建物跡 町道東側の上原地区の調査。

ﾙ||立柱建物跡4棟を検出。

上原地区の南側は遺構の空白地帯であること

が判明。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H 6 16 深迫門 版築士塁

道 路 跡

｛llll跡

・深迫門礎石周辺の調査。

･谷部を遮蔽する版築土塁を検出。

･谷部中央に道路跡（登城道）を検,ill

熊本県教育委員会

（文化課）
＊文化庁国庫補助

H 7 17 長者原

上 原

竪穴住居跡1基（弥生）

＃||立柱建物跡3基（弥

生）

5 0 号建物跡

礎石基底部に根石を配して構築された礎石建

物跡（50号建物跡）を検,'||。

＊同様の工法は、20～22，38，49号建物跡

（宮野礎石群）の一部に採用。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H 8 18 長 者 原

貯 水 池

55～5 8号建物跡

1 ～ 3 号 士 坑

1 号 不 明 遺 構

水 成 粘 土 層

･掘立柱建物跡3棟、礎石建物跡1棟を検出。

･56号建物跡において整地層を確認

＊ 整 地 層 及 び 礎 石 掘 り 込 み 出 土 遺 物 の う ち

新しいものは8世紀後半～9世紀前半。

＊|可遺構下層の出土遺物が7世紀後半～9

111言糺前半の時間I隅をもつことから、その|､．

層錐物跡（整地層）の年代を、創建期に近

い時期から56号建物跡の直前までの使用

を推定。

･須恵器高杯l個体が埋納。

･56，59，65号建物礎石の原材採集地の検討。

･貯水池跡の範囲確認。

,貯水池跡で1号木簡を検出。「秦人忍口五斗」

熊本県教育委員会
（文化課）

＊文化庁国庫補助

H g 19 長者原

貯水池

40,59～66号建物跡

6，7号溝跡
貯木場跡

､長背ﾙI(地区において掘立柱建物跡3棟、礎石

建物跡4棟を検出。

･59，64，66号礎石建物跡で、整地層を確認。
･満で区画された建物群（管理棟的建物群）を

確認。建物跡を L字に配置。

･40号建物跡一6号溝→7号溝→36号建物跡

の変遷を確認。（4時期に区分可能）

･64号建物跡の周溝から、軒丸瓦出土。

･貯水池跡の本格的調査を開始。
･建築材、横槌、鍬の膝柄、曲柄平鍬弊を検川

し、貯木場を確認。

熊本県教育委員会
（文化課）

＊文化庁国庫補助

H10 2 0 貯水池

堀切門

貯木場跡

取水口

石敷遺構

城 壁

･ 継手、仕口加工のある建築材を検出

･木舞、男根状木製品、斧柄を検Hj｡
･ 小 谷から水を取り込む取水口を検出

･池底に礫を敷き、水勢を調整。

･堀切 |Ⅱ1跡にて2段構造の城壁を確認

熊本県教育委員会

（文化課）
＊文化庁国庫補助
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調査年度 次 地区 遺構など 概要 調査組織
H11 21 貯水池

堀切門

貯水池跡

道 路 跡

池跡西南端部を確認。

貯水池跡にて2～4号木簡を確認。

門周辺の道路跡を検出。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁|玉|庫補助

H12 2 2 貯 水 池

堀 切 門

木組遺構

堰 堤 跡

門 の 支 柱 穴

･湧水地点を囲う木組遺構（水汲み場跡）を検
出。

･堰堤跡を断面上で確認。

＊ 水 量 を 調 整 す る た め 小 区 画 を 設 け た 構 造

を推定。

･門礎石の原位置を把握。

･道路跡の延長を把握，

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H13 2 3 南 側 土 塁

長 者 山

貯 水 池

版築土塁

70～72号建物跡

68，69号建物跡

．I,"{! !'1土塁線西端部において､土塁構造を確認。

＊版築、削り出しによる2段構造、石列、柱

穴等を確認。

･長者山西側において、掘立柱建物跡3棟、礎

石建物跡1棟を検出。

･貯水池地区において、掘立柱建物跡 1棟、礎

石建物跡1棟を検出。

・堰堤等を平面的に検出。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助

H14 2 4 長 者 山

貯 水 池

72号建物跡 ･7 2号建物跡上面に炭化米堆積層を確認。 熊本県教育委員会

（装飾古墳館）

＊文化庁国庫補助

H15 2 5 西 側 土 塁

貯 水 池

版築士塁 ･西側士塁線北端部（シャカンドン)において、

土塁構造（版築土塁）を確認。

＊裾部に列石､前面､背面に柱穴が検出され、

工法等を検討。

熊本県教育委員会

（装飾古墳館）
＊文化庁国庫補助

H16 2 6 池の尾門 石 列

盛土泄構

礫 ･ 石群のうち 3 石で構成される石列を検出

基底部が石敷きの盛土遺構を検出。

熊本県教育委員会

（装飾古墳館）

＊文化庁匡|庫補助

H17 2 7 池の尾門 石 塁

通水溝

･通水溝が検出され、水門構造を確認

＊城内で初めての発見となる。

熊本県教育委員会

（装飾古墳館）

＊文化庁国庫補助

H18 2 8 池 の 尾 門

深 迫 門

通 水 溝

土 塁

馬こかしの石垣

池の尾門において、排水口と石積みの確認 c

深迫門礎石原位置の推定。

馬こかしの石垣の再実測・再調査。

熊本県教育委員会

（文化課）

＊文化庁国庫補助



鞠 智 城 跡 の

整備事業について

平成5年に策定された「熊本県総合計画」に「鞠智城の調査と整備を行う」

との一項目が折り込まれ、これから今日の鞠智城跡整備が始動。

く参考＞

熊本県総合計画「ゆたかさ多彩『生活創造』くまもと」（抜粋）

第3編第 2章 3（ 5）歴史・文化遺産を核とした地域づくりの推進

歴史公園化を目指した「鞠智城跡」の調査・整備を促進するなど、

歴史・文化遺産を核とした魅力ある地域づくりを、地域と一体となっ

て進めていきます。

第 4編第 4章 5（ 2 ）文化遺産の保存と活用

歴史公園化を目指し、古代大和朝廷によって築城された「鞠智城跡」

(菊鹿町）の調査・整備を促進します。

また、古代遺跡などの調査を推進します。









●補助事業等関係

3．鞠智城跡整備事業一覧

●単費事業等関係

●その他

計

ウ Q
̅ q ノ

ヒ
ヒ
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今
月
ハ

年 度 予算額（千円） 内 容 事 業 名

ヒ
ヒ
恥
で
《
可
北
く

《
月
《
升
剖
肛
珂

昭 和 6 1 ～ 418．943 発 掘 調 査 費 文化財関係#11 i助事業（～平成18）
平成 6，8 13，516 川 地 帯 総 合 整 備 事 業

７ 103．000 モ ニ ュ メ ン I (財） ’ - 1本 j i 《くじ | ﾙ ﾙ会普及宣伝事業
11 8，416 緊 急 地 域 雇 川 特 別 基 金 事 業

12
299，994

温 故 創 生 館 2 2 3 ， 1 0 5 千 1 1 1
地 域 材 利 川 促 進 木 造 公 共 施 設 等 整 備 事 業武 器 庫 4 3 ． 8 7 5 千 | リ

16，200 緊 急 地 域 雇 川 特 別 基 金 事 業

13
103．930 長者 | | |展望1A場休憩所 木材産業経営革新公共施設等盤備覗業
16．2()0 緊 急 地 域 雇 川 特 別 蛙 余 事 業

14
149，912

研 修 棟 8 2 ， 1 6 3 千 1 1 1 木材産業榊造改革強化施設整術事業長者山木桟道 48，825 千|｣I
11，269 緊 急 地 域 雇 用 創 出 特 別 基 金 事 業

15 11．269 緊 急 地 域 雇 用 |+|特別基金申 医

全

16 12，210 緊急地力 罷川 H|特別基金事業
1 7 ～ 99，085 園 路 整 備 文化財関係I l i肋事業

’ 1 , 2 6 3 , 9 4 4 ’①県計
菊
鹿
川

平成1 2 70 . ( )00 物 産 館 地域材利用促進木造公共施設等整備事業
1 Q
l J 8，819

78，819
外構工事 熊本県地域振興総合補助金

②町計
①＋② 1，342，763

年 度 予算額（千''1） lﾉ1容

本
県

平成 6 151，495 用地・補悩
7
I 196．304 用地・袖償

8
182．345 用地・補償
19，364 便 所 整 備

Q
廷ノ

2 1 0．22 3 用 地 ・ 補 償
51，660 米 倉

10 66，885 丘盃蜑
〃 、 に I

11
37，967 用 地 ・ 補 償

492．875 八 角 形 鼓 楼
13 8，443 用 地 ・ 補 償
14 8，455 用 地 ・ 補 償
1 頁
_ 1 J 1，163 Ⅱ1地・補1
1 6 24，370 I-II央であいの1A場駐車場
6 ～ 1，096，272 その他の蕊州出等

⑥県庁| - 2，547，821

菊
鹿
町

平 成 7 59」34 町 道 改 良
24，937 川 地 ・ 補 償

12
49，974 '111道改良
12，688 川 地 ・ 補 悩

④川計 146，733
③ 2．694．554

年 度 予算額（千|リ） |ﾉ1容
九電 平成1 5 l ( ) ､000 上原地区の電柱移設

⑤ 10．000

補助事業関係合計 ①＋② 1，342，763千''1
単 費事業関係合計③＋④ 2，694，554千''1
そ の 他 合 計 ⑤ 10，000千|}I

総 計①＋②＋③＋④＋⑤ 4，047，317千円





事 例 報

吉野ケ里遣跡（佐賀県）

よ し の が り

弥生時代の一村落の吉野ケ里遺跡は、工業用地造成の計画に基
づく事前の発掘調査で、遺跡の存在が公になった。調査結果が、

や ま た い こぐ

｢邪馬台国｣に繋がるという期待もあり、全国的に一躍有名になった。

生
口





吉野ヶ里遺跡の国営公園化に向けた取組み状況

33

年 月 発掘関係記事 国営公園化関係記事

平成元年 2月 大規模な環壕集落のほぼ全体を
発掘。

(23日～）発掘調査の成果をマスコミ各社
が大々的に報道。吉野ヶ里遺跡が『魏志倭人
伝』の記述の内容に信腫性を与えるものとし
て研究者の注目を集め、マスコミ報道が加
熱。遺跡見学者は連日1万人を超え、遺跡の
保存や工業団地造成計画凍結の声が大きく
なる。

3月 北墳丘墓の発掘で､甕棺墓から有
柄細形銅剣やガラス管玉が出土。

（2日）墳丘墓から有柄式銅剣やガラス管玉
が出土したことから､報道が加熱し見学者も
増大する。
（7日）香月熊雄佐賀県知事、遺跡を保存し

活用することを表明し､文化庁へ史跡指定を
要請。

4月 埋蔵文化財包蔵地約30ha発掘調
査終了｡新たに吉野ヶ里遺跡全容
解明のための確認調査を開吻食

西岡文部大臣視察。

5月 （7日）遺構保存のため遺跡公開を中止し、
覆土工事を開始。2/23からの見学者の累計
105万5千人となる。

8月 知事が国営公園化を強く要望していきたい
旨を表明。

11月 仮復元した環壕や建物群､覆屋をした墳丘墓
の公開を開始。
海部首相視察。
知事が吉野ヶ里遺跡保存整備に関する要望
書を首相に提出（特別史跡指定、史跡の公有
化、国営公園事業化の要望)。

平成2年 1月 元年からの確認調査で､吉野ヶ里
遺跡の弥生時代後期の環壕集落
の規模がほぼ40haと推定。遺跡
南部で弥生中期の青銅器製造遺
構を確認｡丘陵南にも墳丘墓らし
い盛土遺構の存在を確認。

国史跡申請。

3月 匡|の文化財保護審議会が史跡指定を答申。
見学者累計200万人となる。

4月 保利文部大臣視察。

5月 国史跡指定（約22ha)。

6月 建設省、文部省に国営公園化を要望。

9月 見学者累計300万人となる。

10月 遺跡南側丘陵上で墳丘墓である
可能性を有する遺構を確認。

11月 「吉野ヶ里国営公園整備促進協議会」が発
足。
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年 月 発掘関係記事 国営公園化関係記事

平成3年 4月 南内郭南方にも甕棺墓群の存在
を確認。

見学者累計4()0万人となる。

5月 特別史跡指定。（指定面積22ha）

6月 九州地方知事会議において｢吉野ヶ里周辺の
国営公園の実現について」が特別決議され
る。

8月 官民一体の｢国営吉野ヶ里歴史公園実現推進
協議会」が発足。
九州国会議員の会、九州地方知事会、九州・
山口経済連合会合同で｢国営公園の現実につ
いて」を決議・要望。

9月
～ 1 2

月

九州各県町村議会議長会､九州地区市町村文
化財保存整備協議会、佐賀県議会、全国史跡
整備市町村協議会、日本考古学協会総会、全
国都市公園整備促進大会が、相次いで「国営
吉野ヶ里歴史公園の実現について」を要望。
決議する。

l( )月 遺跡の普及と観光をPRする吉野ヶ里フェス
タ開催。見学者累計500万人達成イベント。

11月 山崎建設大臣視察。

12月 平成4年度政府予算（案）における「国営吉
野ヶ里歴史公園（仮称）の整備着手事業」で
約50haが承認される。

平成4年 4月 墳丘墓南方で、2重の環壕によっ
て囲まれた空間(北内郭)を確認。
その内外から物見櫓などの掘立
柱建物跡などを発掘｡北墳丘墓の
再発掘をおこない､新たに甕棺墓
7基が発掘され、3本の銅剣と青
銅製把頭飾が出土。

羽田大蔵大臣視察。

5月 天皇皇后両陛下行幸啓。

9月 吉野ヶ里フェスタ開催。

10月 国営吉野ヶ里歴史公園閣議決定(国営公園区
域: 54ha)歴史公園の規模は国営区域54ha、
県営区域63ha合わせてl l 7haとなる。吉野
ヶ里歴史公園（仮称）基本計画検討委員会が
設置され検討が始まる。

平成5年 2月 北内郭跡内部から12 . 5m四方の
巨大な掘立柱建物跡を発掘､祭殿
的な重層建物と推定｡北内郭跡の
壕から中広形銅戈出土。

吉野ヶ里歴史公園の都市計画決定（案）が公
告・縦覧され、佐賀県都市計画地方審議会に
おいて原案どおり議決される。

3月 吉野ヶ里歴史公園の都市計画決定が告示･縦
覧される。
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年 月 発掘関係記事 匡|営公園化関係記事

平成5年 1月 高円宮ご夫妻行啓。
見学者累計700万人となる。

5月 吉野ヶ里歴史公園基本計画が策定される。
（国営及び県営を合わせた公園全体l l 7 h a

の基本計画、ゾーニング、歴史公園の基本テ
ーマ及び方針が決定）

10月 吉野ヶ里フェスタ開催。
建設大臣への都市計画事業認可を申請。

11月 都市計画事業（吉野ヶ里歴史公園・県営）認
可。
吉野ヶ里歴史公園基本設計検討委員会が設
置され検討が始まる。

1 ワ 日
ユ ー ノ 』 吉野ヶ里歴史公園の事業認可告示される。

平成6年 3月 弥生時代中期の大規模環壕跡と
出入口部を発見。

都市計画事業（吉野ヶ里歴史公園・国営）承
認。告示される。

4月 県に建設推進局吉野ヶ里公園課が新設され
る．

6月 吉野ヶ里歴史公園基本設計が策定される。
（各ゾーンごとの整備方針内容を決定)吉野

ヶ里歴史公園建物等復元検討調査を開始。
（縄文～古墳時代に至る全国の主要集落､大

型建物､建築部材が出土した各遺跡の調査を
実施）見学者累計800万人となる。

7月 建設省九州地方建設局国営吉野ヶ里歴史公
園工事事務所が設置される。

8月 吉野ヶ里国営公園整備促進協議会が名称を
国営吉野ヶ里歴史公園整備促進協議会に変
更。

12月 国営吉野ヶ里歴史公園建物復元検討委員会
が設置され検討が始まる。

平成7年 9月 南部で弥生時代の木製品（農具・
工具・容器・祭祀具・建築部材な
ど）が多数出土し始める。

見学者累計900万人となる。

11月 吉野ヶ里歴史公園の起工式。

平成8年 q ’三1
t-）ノー。 遺跡南部の低地で外環壕の延長

部分を確認、多数の木製品が出
土｡中には中国の出先機関である
楽浪郡（今の平壌周辺）から渡来
したらしい木製斧柄も含まれる。
南部西側水田部にトレンチを設
け、土壌の花粉分析・プラントオ
パール分析を実施。

吉野ヶ里歴史公園建物等復元検討調査報告
書まとめられる。
吉野ヶ里歴史公園植栽基本設計策定。
吉野ヶ里歴史公園北内郭広場の造成着手。

7月 （～11月）皇太子ご夫妻ご視察。秋篠宮ご
夫妻ご視察。

10月 吉野ヶ里遺跡見学者数（平成元年2月23日
からの累計）が1, 000万人を突破。
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年 月 発掘関係記事 国営公園化関係記事

羽戎9年 3月 南内郭西方の高床倉庫と考えら
れる掘立柱建物跡群の西方で､外
環壕とともに倉庫群を区画した
と考えられる後期の環壕を確認。
遺跡西方の低地から中国製の銅
銭「貨泉」出土。

吉野ヶ里歴史公園建物等復元基本設計の策
定。（北内郭の祭殿、物見櫓、高床倉庫、竪
穴住居の詳細復元設計まとまる）
吉野ヶ里歴史公園入口施設群の実施設計ま
とまる。

5月 吉野ヶ里歴史公園入口ゾーンの造成開始。
吉野ヶ里歴史公園生活関連資料の調査｡生活
資料の収集分析検討を中心にソフト計画を
策定。

11月 見学者累計1，1CO万人となる。

平成10年 遺跡南西部で弥生時代中期の環
壕跡から舟形木製品など多くの
木製品を発掘。11月には九州初
の銅鐸を発掘｡南墳丘墓の南で縄
文時代末～弥生時代初頭の環壕
跡や､弥生時代の祭壇？を取り囲
む溝跡などを発掘｡北内郭弥生時
代後期の外環壕の大規模な門跡
を発掘。

平成11年 3月 南内郭西の高床倉庫跡が100基
を超えることが判明｡南内郭西の
外環壕未発掘部分の発掘で､新た
に弥生時代の巴形銅器の鋳型が
出 土

見学者累計1，200万人となる。

10月 北内郭整備工事に着手。同時にセレモニー
（柱建て・弥生体験等のイベント）が開催さ

れる。
平成12年 3月 吉野ヶ里歴史公園生活復元基本設計策定‘

平成13年 3月 南内郭南方の弥生時代前期～中
期の環壕集落跡を発掘｡朝鮮系無
文土器多数が出土。環壕跡,竪穴
建物跡、貯蔵穴などを確認。

吉野ヶ里歴史公園南内郭西方倉庫群建物等
基本設計策定。

4月 吉野ヶ里歴史公園第1期開園（21日)。（開
園区域：国営公園1 6ha、県営公園31haの計
48ha)

羽戎14年 4月 西方倉庫群（倉と市）復元工事着手

平成15年 3月 吉野ヶ里歴史公園南内郭建物等基本設計策
定。

羽戎16年 3月 西方倉庫群（倉と市）竣工・公開〔

5月 南内郭復元工事着手

羽戎17年 4月 南内郭復元工事竣工・公開。
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期成会について





《会員の構成》

( 行 政）

国営鞠智城歴史公園設置促進期成会

◆熊本県
山鹿市、菊池市、

◆熊本県市長会
◆熊本県町村会

/ 二 ℃ _ " -

(、同莪 会） 山鹿市、菊池市、玉名市、和水町、南関町、植木町の議会
◆熊本県議会
◆熊本県市議会議長会
◆熊本県町村議会議長会

E名市、和水町、南関町、植木町

(経 済） 山鹿商工会議所、玉名商工会議所、
菊池市商工会、七城町商工会、泗水町商工会、旭志村商工会、
山鹿市商工会、菊水町商工会、三加和町商工会、南関町商工会、

凡 例 ◆ ： 全 県 的 な 団 体

植木町商工会
◆熊本県商工会議所連合会
◆熊本県商工会連合会

(観 光） ◆熊本県観光連盟

( 文 化 ） ◆熊本県文化協会
◆菊池川流域古代文化研究会
◆熊本県博物館連絡協議会

( 地 元 ） 山鹿市国営鞠智城歴史公園設置促進期成会
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《役員》

熊本県知事

山鹿市長
菊池市長
玉名市長
和水町長
熊本県観光連盟会長

熊本県文化財保護審議会委員

熊本県立大学理事長

山鹿市長
菊池市長
玉名市長
和水町長
熊本県市長会会長
熊本県町村会会長
熊本県議会議員
熊本県市議会議長会会長
熊本県商工会議所連合会会長
熊本県観光連盟会長
熊本県文化協会会長

熊本県町村議会議長会会長
熊本県商工会連合会会長

熊本県
山鹿市
熊本県商工会議所連合会
熊本県観光連盟
菊池川流域古代文化研究会
熊本県文化協会

憲正
三男
勇典
豊昭
政史（熊本市）
泰臣（嘉島町）
收

史煕（熊本市）
保徳
延夫
富 夫

秋山茂治（菊陽町）
伊 東 昭 正

冨田耕司（土木部次長）
西田秀行（総務部長）
永田昭三（専務理事）
木原望東男（専務理事）
大田幸博（事務局長）
吉丸良治（副会長）

潮 谷 義 子

古 閑 三 博

蓑茂寿太郎

中嶋
福村
島津
坂梨
幸山
荒木
前川
税 所
中尾
河 野
小堀

顧

理

幹

長

事

常任理事

問

政）

中嶋
福村
島津
坂梨
河野

事
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 この電子書籍は、鞠智城跡 国営鞠智城歴史公園設置に向けて を底本として

作成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には

底本から引用してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法

は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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